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日本の平野

濃尾

(その4)･

平野

目本島弧のほぼ中央部の太平洋に面して渥美半島と

志摩島喚群とに抱き囲まれて伊勢湾がある.この湾は

さらに内陸より南へ延びる知多半島によって三河湾

(渥美湾･知多湾を含む)と伊勢湾とに分かれる.こ

オしらの内湾の周辺部は本邦でも有数な肥よくな平野が

.広がる.豊かな人口と資源絶えざる生産の火と活発

狂消費カミこの地に生き生きと呼吸している.これが

､'わゆる中部経済圏でありそのもっとも大きな中心が

名古屋市である.沿海部には四賢市松阪半開豊

橋さらに内陸部に大垣岐阜一宮岡崎等の都市灘が

ある.平野は地形地理的に見れば一応伊勢平野と尾

張から美濃に広カミる濃尾平野さらに三河平野に分かれ

る.しかしながら巨視的に見ればこれらは経済圏と

同様一連したものであり広義の濃尾平野として取り扱

われるべきではなかろうか?

1.地形概観

伊勢湾および三河湾の周辺内陸都には基盤山地との

潤に低地扇状地段丘または台地および丘陵地がひ

ろく広がっている.これらを抽出して区分すれば次

のようである.

第1図伊･勢湾関連地域地形区分図
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(第1図参照)

(1)低地低地のうちもっとも広い面積を占めて発

達する濃尾低地は濃尾平野の大部分を占める沖積低地

である.ここでは海抜高度の低い地域カ状きく広がり

東西および北の三方を山地にかこまれる.すなわち西

側には養老{脈が北々西=南々東に連なりその東斜

面は急な断層崖状の斜面で低地にのぞんでいる.平

野の北部は晩壮年期に開析された美濃1ユ1地が出入りの

多い山麓線を呈して低地にのぞんでいる.平野の東側
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の山麓部には広く丘陵や段丘が発達して西側の低地

とは対照的な地形の相違を示している.これは東商

酉低の地盤運動の結果と考えられる.

次に濃尾低地の地形を南北に荏がめて見よう(第2図)

木曾川をはじめ長良川揖斐川等のまわりの山地から

一流れ出す河川は山地を出はなれた所に扇状地を形成し

ている(犬山岐阜大垣北部).これは洪水のたび

に川が運んだ砂礫か堆積してできたものである.扇

状地の南側には自然堤防帯とその背後の後背湿地がひ

ろびろと発達する.自然堤防は洪水のときに形成さ

れた旧流路沿いに幅せまく発達する.この地帯はわ

ずかに高い部分と低湿な後背湿地が錯雑して細い地形

的変化を示している.

自然堤防帯の南側は三食洲地帯となる.ここはほ

ぼ海抜0㎜地帯で自然堤防のような微高地も見られず

一面の低湿地となっている.また輪中とよぶ低湿地

のまわりを自然堤防でかこまれた地形が河川流路中にい

くつも発達している.さらにその南半は潮汐平地で

ユ7世紀以降干拓および埋立で陸化してきた.

このように濃尾低地の地形は山麓部から伊勢湾に

かけて扇状地帯自然堤防帯三角洲平野とうつり変

わり堆積平野の典型を示している.

<2)扇状地:鈴鹿山麓に発達する扇状地には大規模

なものが3地域に認められ形成期を異にし形態は単

一のものでは枚く合成扇状地である.

(3)段丘または台地:高位･中位･低位段丘に区分

され得る.高位段丘は面の開析度傾斜と高度分布

等から名古屋付近の八事面豊橋付近の天伯原面等に

対比れさるものを含んでいる.中位段丘はもっとも広

範囲に発達するものでその段丘面を構成する堆積物は

おもに河成で一部に海成層を含む.名古屋付近の熱

田面碧海台地知多半島の野間面豊橋付近の高師原

画津の高茶屋面等に対比されるものを含んでいる.

低位段丘は中位段丘崖下に付属するような形状で分

布する小規模た段丘である.名古屋付近の大曾根面

豊橋付近の豊橋面がこれに相当する.

2.地質の概略

この地域の構成地質は古生層およびこれを貫く花開

岩を基盤として発達する地域がほとんど大部分を占め

南部の一部にいわゆる三波川変成岩類および領家変成

岩類を基盤とする地域がある.これらを基盤として

新第三系洪積層および沖積層が広く発達する.

一般に地形と地質は密接な関係を示して分布する.

第1図において山地は中新統およびこれ以前の諸岩類

の分布を示し丘陵地はおおむね鮮新統段丘および扇

状地の大部分(旧期扇状地)は洪積層低地は沖積層の

分布を示している.各地域に分布する地質を対比すれ

ぱおよそ次の上うになる.

第1表

��供勢平野�名古屋付近豊橋付近�

�完新世�竃田浜層四目市港層�南陽層�沖積層

第四紀��低位段丘層�大曽根層�豊橋礫層

�最新世�中位段丘層�熱国層�牛'川累層

��高位段丘層�八事層唐山層�三川累層

�辞世新�奄芸層群�瀬戸層弾�

第三紀�中世新�一志層群�知多層群�

濃尾平野の地質構造はついては松沢勲教

授の研究淋ある｡これぽよれば基盤面

が東から酉へ向ってゆるく傾斜していて

この上はのる新第三系および洪積層の各累

層は基盤したかの傾斜に随っていずれも東

から爾へ傾斜し緩傾斜の単斜構造を呈し

地塊全体が東商酉低の傾動地塊をなしてい

るという.したがって新第三系および洪

積層の各累層は上位の累層が西に下位

のものほど東方にあらわれて分布し名古

麓以西ではこれらの累層か沖積層下に商っ

て西方へ漸次に深く低下している｡沖積

層の主体部は一般に東部において薄く

腹方へ漸次に厚さを増し西部では層厚お

おむね50～60mに達する.

伊勢湾上空1万8千フイｰトから知多半島一御岳を望む(中都目本新聞社提供)�
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第3図鮮新期東紘湖(太線の湖岸線を示す)

3.濃尾平野(伊勢湾)の生い立ち

濃尾平野や伊勢湾を中心としたこの地域は過去の時

代から現代までにどのように生成発展の過程をたども

たのであろうか､この問題については竹原平一教授等

の地史学的な研究カミある.これらを参考としてみよう.

(1)中新世:中新世中期は新生代を通じて日本列島

ではもっとも大きな海進の進行した時代であった.こ

の時代に伊勢湾を中心とする周辺部を含めた広大な地域

には古生層と花商岩からなる起伏のか在り急嵐山地の

低所に海カミ侵入しここに一志層樺知多層群等の海

成層を堆積した.この海がいわゆる｢第1瀬戸内帯｣

であって西は鈴鹿山脈の南から奈良盆地大阪湾を経

てほぼ現在の瀬戸内海まで連絡し東は愛知｡岐阜県下

に広がっていた.中新世後期にたると陸化して浸食期

に入る.

(2)鮮新世:鮮新世に入るとこの地域一帯を含む地.

域が大きく沈降したため｢第二潮戸内帯｣に属する一

大湖沼ができた.現在の伊勢湾周辺･多治見･瀬戸･

豊田にかけての大き柱湖水で木曾川長良川揖斐川

の三大河川もこの湖水に流れこんでいたと考えられる.

これらの河川の運んできた礫･砂･粘土がこの湖水の中

に堆積して奄芸層樽･常滑層灘･瀬戸鮮層などの地層

を形成した.この湖には竹原教授は東海湖と命名した一

この湖水は鮮新世の始めから終わり頃まで続いたと思わ

れる(第3図).

(3)洪積世:鮮新世の終わりから洪積世の始めにかけ

て構造運動がおこり一志断層で代表されるような断層

や摺曲運動が活発になった.東海湖は陸化して湖底の

一部は山地となり浸食の時期に入った.さらに山地.

は平坦化作用をこうむり次第に低地化した元東海湖の

地域に洪水のたびごとに多量の砂礫を木曾川は運搬

して広■く堆積した.この木曾川氾濫原の堆積物は八.

事層･唐山層で代表される.'その時期はほぼミンデノレ

/リス間氷期(第2間氷期)に相当する.この時期に

鈴鹿山麓では一志断層に沿って地層は急傾斜を生じた

が断層をわずかに離れた所ではおおむね水平に近かっ

たと考えられ断層活動の一方では浸食によってか泣

り平坦低地化が進められた.山地側からは多量の砂礫

が供給され乱流する河水によって低地広く一面に堆1

横されていった.養老山脈側てば断層は生じなかった

カ沸三紀層上には山地の斜面からおびただしい砂レキカし

供給されて扇状地を形成した｡

洪積後期(リス氷期)に入ると唐山･

八療弼層は浸食作用を受け平坦抵八事層

の台地は谷がで書はじ灼た｡それと同跨

終養老山脈の東縁に沿い桑名北方の現木

曾川筋淋もりをも耽下するよう溶断層運動1

校いし溌蝕運動が活発と汝ゆ濃尾平野は

東紀高く衝に低い傾動をはじめ花串さら

はつづいて海水繭の上昇を作りたので低

灘地辞離枇わて海が進入し現在蹄

勢湾よりもはるかに広い熱田海が生じこ

れによりて熱閏層を堆積した(リス/ウ〃

払閥氷期)｡この熱禺海はほぼ現在の伊

嵐湖水遺付近で外洋ぽ連絡し湾央は濃屠

平野内部におよんでい花と思われる｡簿

濃尾平野西方木曽川等三川合流付近(中部目本新聞社捷供)�
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第4図熱田漉洪積期後期(太線は海岸線を示す)

内の環境も現在のものと大差なく水深O～30mの内湾

性の海で湾央ほど厚く泥を周辺部では砂を堆積した

く第4図).この海はしぱらくつづいたがウルム氷期に

入ると堆積の進行と多少の陸地の相対的上昇によって

前進してきた諸河川の運ぶ砂礫で埋めたてられ現在よ

りも広大た海岸平野を形成した.海岸線はおそらくは

るか渥美半島の沖まで後退していたものと考えられる.

(4)沖積世:沖積世になると桑名地方を中心に養老

山脈東縁から伊勢湾西海岸沿いにのびる断層ないし携曲

運動の活発化と海面の上昇が起こり急激に海水が進

入し現在の海水位を越えて5～6m高くなりしたが

戸
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例

x縄文前期貝塚･遺跡

太線は海岸線を示す

第5図古餌熱海神積世初期

って低地広く浅海となった.この海を古伊勢海と呼ん

でいる(第5図).すなわち熱田海の発展した時と同様に

濃尾平野一帯は海底に没した.この海に堆積した海成

沖積層は南陽層およびその相当層でウルム氷期に深

く刻まれた台地の谷はことごとくこれによって埋めら

れた.木曾川左岸で沖積海成層の現在知られている最

奥所は尾西市の濃尾大橋(海抜5m)および稲沢町付

近(海抜ほぼ5m)で地下柱状断面図は貝殻を含有

する地層が認められる.これまで平地に居住した人類

は海進によって山地寄りに追いつめられた.現在発

見される貝塚や考古学的遺跡の分布はこの間の事情を

物語っている.考古学的遺跡としては

木曽Jllと

濃昆平野(笠松棄方上空)岬部員本所闘杜鍵供〕

清洲町朝目貝類(弥生前期海抜遠州5㎜)

嶺宵麓帝北区繭憲賀風塚(弥生前期海抜凄

榊5獅)

養護山麓羽涙苗芦閑賃塚(縄文)

一富市東の篤貝塚遺跡(縄文後期海撤警鰍)

潜倉貯曾灘描大地遺跡(縄文後期海抜エ㈱)

武正英によれば鰯文後期の遺跡はい

ずれも自然堤防上地表下五㎝土から

遺物を発蒐しておりここの自然堤防

の成立と安定の時期は他の平野のも

のよりやや早かっ淀ように思われると

いう｡ち恋みに他の平野の縄文遺跡

は沖積低地内からはほとんど発蒐さ�
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てもう少し詳しく見れば

ように在る.

取水対象層はおおむね次の

i)濃尾低地(名古屋市付近):主要帯水層は大曾根層

唐山層八事層および矢田川累層でこの中で唐山層

八事層相当層がもっとも多く利用されてきたカミ水位の

低下は年々増大し近年矢田川累層中から取水する所か

第2表増えてきた.

れていないし普通海浸による沈水型低地にのぞむ台地

縁またはその脚部にみられるものが多い.犬山扇状

地に近い自然堤防部は当時すでに低位台地性の良好な

生活環境を与先でいたと思われる.やがて古伊勢海は

後に広v･平坦な濃尾平野やその他の低地を残しながら退

きつv'に現在の海岸線に達し今日に至っている.

ii)伊勢湾北酉部:四目市工業地帯では地下70m

～130mの間の帯水層(第三紀層)がもっとも多く利用

されている.

iii)矢作川流域:豊田市付近では地表近くの第1帯

水層(100m以浅)がもっとも利用される.岡崎市付

近では取水の対象となっているのは沖積層洪積層お

よび第三紀層でなかでも洪積層が圧倒的に多い.

4.水と地盤

本邦における主要な大都市はほとんどが大河川を伴う

が臨海平野部に分布する.産業の発展とともに工業

用水の利用も大規模化するのが普通である.伊勢湾周

辺の各都市地域もその例に洩れ狂い.そのいずれも

が工業用水の確保に;真剣在努力を払っているが過剰揚

水に基づく地盤の沈下招来の憂いと対策に腐心している

のが現況といっても過言ではあるまい.伊勢海岸平野

濃尾碧海豊橋の各低地においても河川水および沖

積層の水より追々と地下深い位置の水を利用しさらに

現在第三紀層の水を対象とするに至った.水質は深度

を増すにしたがって溶存成分も多く見られ水温も上昇

の傾向を見せている.名古屋市では矢田川累層の内で

も下部に対象をもつに至った.これらを地域を細分し

iY)豊川流域:豊川流域でおもに取水の対象となって

いる帯水層は上部の砂礫層(約73m以浅)で豊橋市

街地にある深井戸のストレｰナｰの位置の密度は100m

以浅に高い.これらを配慮して見れば不足がちでは

あるカミ柱お本邦でも一とも水に恵まれた地方というべ

きであろう.

水につづいて地盤の問題がある:濃尾平野とくに名

古屋市の深海部について考えても東高西低の傾動地塊の

東部分に当り一般に西方とくに北伊勢平野に比較して

砂質に富む傾向がある.たとえ局地的であったとして

も揚水と沈下問題についてはなお将来明らかにせね

ぱならない問題がひそんでいて即断することはできない,

矢作川沿岸には地震多発地域があり構造運動や地盤

の材質的検討等残された問題が少なく

ない｡

最近北餅熱平野と濃扁平野の間に

大慈な地質の不連続が推定されこれ

秘実証養れんとして煮た｡伊勢湾周

辺地城一帯として海陸総合の調査と研

究を進める段階に人1コ広義の濃屠平

野おして数多くの問題をもちこれの

解明には大き故意義を感じさせられる峠

漢して伸び蹄く中部経済圏の基礎であ

り鑓設の面にも防災の面にも通じ

偽るとせ肢一層感じ取るもの少なく

扱い.
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